
1年 前期 - 時間 後期 - 時間

2年 前期 - 時間 後期 - 時間

３年 前期 31 時間 後期 29 時間

シラバス（授業計画）

学科名 動物看護科 コース名 動物看護コース

科目名 動物疾病看護学 必修・選択必修の別 必修

実施期
授業時間数合計

※授業50分を1時間とする。
60 時間

担当講師

大野　耕平・日下部浩之・眞嶋理紗・大崎統雄・高橋佑輔・鈴木優生・鈴木圭・丸山友里加・河畠杏

実務経験 有 千葉seaside動物病院にて診療を担当。

教科書・教材・

服装等
プリント、教科書

授業計画時間数 授業内容

1~2 外科看護学総論／犬猫の解剖学総論（皮膚・骨格・筋・胸腔・腹腔）

授業概要

動物の基本的な解剖から、動物看護師として臨床の現場で必要な疾患について学ぶ。各

分野（診療科）ごとに担当医が実践的な疾患を題材に用いつつ、統一認定試験に対応で

きる総合的な知識を養うことを目的とする。また、疾患の原因・検査・治療を学び、実

践的な動物看護に活かしていける知識を身につける。

授業形式 講義

到達目標
動物看護として臨床現場に出た際に、外来、入院動物に対しチーム医療を行う上で知っておかなければならない基礎的な

知識を身につける。

9~10 骨関節疾患①（骨折・脱臼）／骨関節疾患②（前肢の疾患・後肢の疾患）

11~12 眼の解剖生理 ／眼疾患

13~14 生殖器の解剖生理／生殖器の疾患①（避妊・去勢に関して）

3~4 皮膚の解剖学生理／皮膚疾患①（細菌・真菌・寄生虫）

5~6 皮膚疾患②（アレルギー性皮膚炎・アトピー性皮膚炎・その他の皮膚疾患）

7~8 筋骨格の解剖／関節の解剖

21~22 内分泌疾患②③

23~24 消化器解剖生理／疾患①②(喉頭〜胃) 

25~26 消化器解剖生理／疾患③④(十二指腸〜直腸)

15~16 神経解剖学、神経生理学

17~18  神経疾患①②

19~20  内分泌系の解剖生理／内分泌疾患①　

32〜33 循環器解剖生理／循環器疾患①

34〜35 循環器疾患②③

36〜37 呼吸器の解剖生理／呼吸器疾患①

27~28 消化器⑤⑥(肝臓、胆嚢、膵臓)

29〜30 歯科解剖生理／疾患

31 前期総まとめテスト

44〜45 伝染病⑤／伝染病復習（消毒薬等）

46〜47 泌尿器解剖生理　／泌尿器疾患 ① 

48〜49 泌尿器疾患②③

38〜39  復習（循環器疾患、呼吸器疾患）

40〜41 伝染病①②

42〜43 伝染病③④

50〜51 血液生理学／血液疾患 ① 

52〜53 血液疾患②／腫瘍性疾患①

54〜55 腫瘍性疾患②③　



○

A評価

B評価

C評価

F評価

56〜57 画像診断学総論／画像診断学①

58〜59 画像診断学 ②③　

60 後期総まとめテスト

成績評価基準

出席率100％・定期試験や小テストで授業担当獣医師７名×５段階評価（最高３５ポイント）で31ポイント以上

出席率90％以上・定期試験や小テストで授業担当獣医師７名×５段階評価（最高３５ポイント）で28ポイント以上

出席率80％以上・定期試験や小テストで授業担当獣医師７名×５段階評価（最高３５ポイント）で21ポイント以上

C評価の基準を満たしていない場合

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

・定期試験や小テスト 実技試験

・平均正答率を加味して獣医師が５段階（５ポイント）で評価を行う合計点 実施しない


